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２０２５年度（令和７年度）事業報告 

１．公益⽬的事業 
公１−１ スポーツに関する⼤会、教室、講習会等開催事業 
本事業は、苫⼩牧市・苫⼩牧市スポーツ協会・競技団体が事業を主催し、スポーツに関する多様な事業を企
画・実施することにより、地域のスポーツの普及振興を図り、広く市⺠にスポーツへの参加機会を提供した。 
 
ア．スポーツ⼤会等開催事業（定款第４条第１号事業） 
 16 事業中、16 事業実施、延参加⼈数 12,282 名 決算額：6,213,956 円 
①市⺠スポーツフェスティバル 

事業名 実施期⽇ 実施場所 参加対象 延⼈数 
第 42 回とまこまいマラソン⼤会 6/29 勇払地区 誰でも参加可能 1,178 名 
第 23 回市⺠フロアカーリング⼤会 7/6 川沿公園体育館 苫⼩牧市⺠ 93 名 
第 57 回市⺠卓球⼤会 9/15 総合体育館 苫⼩牧市⺠ 155 名 
第 57 回市⺠バドミントン⼤会 9/23 総合体育館 苫⼩牧市⺠ 42 名 
第 9 回苫⼩牧市⺠パークゴルフ交流⼤会 10/5 ⽷井の森パークゴルフ 苫⼩牧市⺠ 190 名 
とまこまいスポーツフェスティバル 2025 10/13 総合体育館 誰でも参加可能 7,507 名 
第 44 回市⺠ソフトテニス⼤会（中学・⼀般） 10/13 緑ヶ丘庭球場 苫⼩牧市⺠ 212 名 

第 24 回市⺠スポンジテニス交流⼤会 10/19 川沿公園体育館 苫⼩牧市⺠ 30 名 
第 2 回市⺠ボッチャ交流⼤会 11/15 川沿公園体育館 誰でも参加可能 39 名 

 

  
 
②共催事業 

事業名 実施期⽇ 実施場所 参加対象 延⼈数 
JFA フットボールデー2025 北海道 in 苫⼩牧 9/15 TOMASEI フットボールフィールド サッカーができる⽅ 970 名 
第 47 回苫⼩牧市⺠ラグビー祭 10/5 TOMASEI フットボールフィールド 各種委員会選考 165 名 
第 52 回苫⼩牧地区⼸道選⼿権⼤会 9/13 総合体育館⼸道場 中学・⾼校・⼀般 115 名 
第 50 回苫⼩牧バレーボールまつり 9/21〜12/14 総合体育館他 ⼩中⾼⼀般ママ 626 名 
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③スポーツ⼤会開催事業 
事業名 実施期⽇ 実施場所 参加対象 延⼈数 

⼤鷲旗争奪第 62 回苫⼩牧朝野球⼤会 5/28〜7/24 とましんスタジアム他 ⼤会規定による 550 名 
第 2 回⽇本⽣命杯争奪少年野球⼤会 8/24、8/30 少年野球場他 少年団所属チーム 240 名 
苫⼩牧北ロータリークラブ杯第 25 回 JrIH チャレンジカップ 12/2〜12/10 nepia アイスアリーナ 同好会連合会チーム 179 名 

 
イ．スポーツ教室・講習会開催事業（定款第４条第１号事業） 
 14 事業中、13 事業実施、延参加⼈数 3,494 名 決算額：6,815,222 円 
①スポーツ教室・講習会 

事業名 実施期⽇ 実施場所 参加対象 延⼈数 
簡単・楽しく!!⾝体変⾝ 運動教室 4/10〜3/5 nepia アイスアリーナ 60 歳以上 680 名 
運動会⽬前!!キッズかけっこ教室 5/6 川沿公園体育館 ⼩学 4 年⽣以下 42 名 

基礎から学べるテニススクール 6/2〜6/25 緑ヶ丘庭球場 15 歳以上市⺠ 97 名 
基礎から学ぶはじめての⼸道教室 中学・⼀般 6/6〜10/14 総合体育館⼸道場 中学⽣・⾼校⽣以上 262 名 
美々川カヌーツアー 10/19 美々川 1 歳以上市⺠ 26 名 
市⺠ソフトテニス教室 10/3〜11/21 総合体育館 15 歳以上市⺠ 60 名 
TOMAKOMAI チャレンジスポーツクラブ 3/18〜3/31 市内スポーツ施設 ⼩学 4 年⽣以下 47 名 

 

  
 
②共催事業 

事業名 実施期⽇ 実施場所 参加対象 延⼈数 
市⺠アーチェリー教室 5/18 総合体育館アーチェリー場 中学⽣以上 中⽌ 

③氷上スポーツ育成事業 
事業名 実施期⽇ 実施場所 参加対象 延⼈数 

スケートエンジョイスクール 12/8〜3/18 nepia・DYNAX・新ときわ 4 歳から 4 年⽣ 1,950 名 
スピードスケート体験教室 10/7〜2/10 DYNAX・ハイランド 5 歳から 4 年⽣ 143 名 

資料展⽰室整備事業 通年 nepia アイスアリーナ   
広告フェンス取り付け事業 4⽉〜6⽉ nepia アイスアリーナ   
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④スポーツマスター派遣事業 
事業名 実施期⽇ 実施場所 参加対象 延⼈数 

佐藤久佳講演会（オリンピアン講演会） 3/8 nepia アイスアリーナ 誰でも参加可能 36 名 
⼤澤ちほアイスホッケー教室 8/4 nepia アイスアリーナ ⼩学５・６年⽣ 18 名 

 

  
 
公１−２ スポーツ普及のための指導者養成及び、競技⼒向上等事業 
本事業は、市内の幼稚園や学校からのスポーツ指導者派遣要請に対し、苫⼩牧スポーツリーダーバ
ンク指導者を派遣した。また加盟団体の競技⼒向上や普及を⽬的として、別に定める助成⾦要綱に
より年に 1 回活動助成⾦の⽀給を⾏った。 
 
ア．スポーツ⼈材登録及び紹介事業（定款第４条第２号事業） 決算額：49,940 円 
①ＴＳＰＯ⼈材バンク（通年） 
スポーツ指導者やスポーツボランティアの⼈材を登録するとともに、広く事業ＰＲすることで新たな⼈材
を発掘する。また登録した⼈材は、必要とする個⼈や団体に紹介し、スポーツ活動の⼀助となるよう事業
を実施する。 
（1）スポーツ指導者発掘及び登録紹介事業 
 登録 40 名、紹介 193 名 
（2）部活動指導者発掘及び登録紹介事業 
 登録  9 名、紹介   0 名 
（3）スポーツボランティア発掘及び登録紹介事業 
 登録 46 名、紹介  13 名 
②中学校部活動の地域移⾏に関する事業 
（1）苫⼩牧市教育委員会アイスホッケーの休⽇部 
  活動指導に関する事業 
（2）苫⼩牧市教育委員会部活動のあり⽅に関する 
  検討委員会への参画 
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イ．競技⼒育成強化等に関する事業（定款第４条第３号事業） 決算額：1,257,718 円 
①加盟団体強化事業 
（1）加盟団体活動助成⾦⽀給 
②講演会等開催事業 

事業名 実施期⽇ 実施場所 参加対象 延⼈数 
オリンピアン講演会 3/8 nepia アイスアリーナ 加盟団体関係者 36 名 

 
公１−３ スポーツ⼤会への参加奨励、スポーツ少年団の育成、功績者表彰事業 
苫⼩牧市の代表として全国・全道⼤会に参加する際の遠征費の⼀部助成を⾏った。またスポーツに
よる⻘少年の健全育成を⽬的とした各種事業を企画・実施しスポーツ少年団の育成を図った。苫⼩
牧市内において特に顕著な功績のあった者を表彰した。 
 
ア．スポーツ⼤会参加奨励に関する事業（定款第４条第４号事業） 決算額：19,793,500 円 
①全道・全国⼤会参加助成事業（通年/全道 33 件、全国 2 件/466,000 円） 
②全道・全国⼤会遠征費補助事業（通年/全道 64 件、全国 57 件/17,237,500 円） 
③国際⼤会出場奨励⾦交付事業（通年/19 名/1,340,000 円） 
④全国・全道スポーツ⼤会開催運営補助⾦（通年/５⼤会/750,000 円） 
 
イ．スポーツ少年団育成事業（定款第４条第５号事業） 
 8 事業中、7 事業実施、延参加⼈数 473 名 決算額：1,076,913 円 
①⼤会開催事業 

事業名 実施期⽇ 実施場所 参加対象 延⼈数 
第 51 回市⻑旗争奪少年野球⼤会 5/3〜5/5 とましんスタジアム 登録単位団 250 名 
第 53 回スポーツ少年団剣道交流会 10/12 川沿公園体育館 登録単位団 80 名 
第 56 回交歓⼤会兼第 35 回⾼沢杯争奪⼤会 9/14 少年野球場 登録単位団 77 名 
第 23 回本部⻑フットボールフェスティバル    中⽌ 

 
②少年団リーダー・指導者養成事業 

事業名 実施期⽇ 実施場所 参加対象 延⼈数 
第 51 回北海道スポーツ少年⼤会 8/22〜8/24 北海道⻘少年会館 団員・指導者 10 名 
胆振管内ジュニアリーダー交流研修会 1/10〜12 室蘭サンパワー380 団員・指導者 2 名 
苫⼩牧市ジュニアリーダー交流研修会 2/15 nepia アイスアリーナ 少年団員 18 名 
指導者⺟集団研修会 3/8 nepia アイスアリーナ 指導者・⺟集団 36 名 

 
ウ．スポーツ功績者表彰に関する事業（定款第４条第６号事業） 決算額：755,886 円 
①スポーツ功績者表彰事業 
第 55 回(公財)苫⼩牧市スポーツ協会スポーツ賞 表彰式（7/17 G H ニュー王⼦ 被表彰者 214 名） 
②スポーツ少年団表彰事業 
第 40 回苫⼩牧市スポーツ少年団表彰 表彰式（7/17 G H ニュー王⼦ 被表彰者 9 名） 
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公１−４ スポーツ（スケート競技）振興のための各種教室の開催及び施設の管理運営事業 
氷都苫⼩牧のスケート競技⼈⼝拡⼤のための普及事業や、競技⼒向上のための事業を開催及び競技
団体の事業を⽀援。指定管理者としてスケート競技の拠点施設である nepia アイスアリーナや、ダ
イナックス沼ノ端アイスアリーナの管理運営を⾏う事により、施設を活⽤した様々な教室やイベン
トを開催した。 
 
ア．nepia アイスアリーナ⾃主事業に関する事業（定款第４条第７号事業） 

18 事業中、16 事業実施 延参加⼈数 3,815 名 決算額：2,314,437 円 
事業名 実施期⽇ 参加対象 延⼈数 

⽔鏡⾒学会 4/13 誰でも参加可 910 名 
2025-26シーズンオープニングイベント 7/13 誰でも参加可 900 名 
トリプルスケートチャレンジ 1/3 誰でも参加可 64 名 
親⼦スケート体験会 3/7 誰でも参加可 中⽌ 
七⼣企画「スポーツ短冊で夢を叶えよう!!」 7/7〜8/7 来館者 470 名 
ネピアリアイスキーパー体験会 2025 8/4 ⼩学 4 年〜6 年 7 名 
⼩学⽣スケートスクール 10/17〜1/30 ⼩学⽣ 325 名 

クリスマススケート 12/20 誰でも参加可 115 名 
ちびっこホッケー祭りアイスホッケー教室 2/14 ⼩学⽣以下 23 名 
⼤⼈のためのアイスホッケースクール 3/21、22 誰でも参加可 44 名 
⼤⼈のためのフィギュアスケートスクール 3/26 誰でも参加可 中⽌ 
カジュアルホッケーnight 3/29 誰でも参加可 5 名 
こおりのおえかきひろば inネピアリ 3/31 誰でも参加可 90 名 
スケートワンポイントレッスン  誰でも参加可 2 名 
カジュアルホッケー 通年 ホッケー愛好者 636 名 
フィギュアスケートゾーン 通年 フィギュア愛好者 - 
氷上スポーツ体験事業 6/25〜2/26 事前申込団体 224 名 
貸スケート、スケート研磨事業 通年 施設利⽤者 - 
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イ．ダイナックス沼ノ端アイスアリーナ⾃主事業に関する事業 
12 事業中、12 事業実施、延参加⼈数 1,652 名 決算額：1,140,634 円 

事業名 実施期⽇ 参加対象 延⼈数 
⽔鏡⾒学会 4/14 誰でも参加可 59 名 
2025-26シーズンオープニングイベント 6/7 誰でも参加可 99 名 
⼤⼈のためのアイスキーパー体験会 3/7 ⼀般市⺠ 5 名 
⼩学⽣スケートスクール 10/8〜1/28 ⼩学⽣ 202 名 
お正⽉イベント「新春初滑り」 1/4 誰でも参加可 238 名 
カーリング体験会「はじめてのカーリング」 3/22 誰でも参加可 13 名 
DYNAX アイスホッケースクール 2/7〜14 ⼩学⽣ 39 名 

カジュアルホッケー 通年 ホッケー愛好者 598 名 
フィギュアスケートゾーン 通年 フィギュア愛好者 - 
スケートワンポイントレッスン 通年 誰でも参加可 2 名 
氷上スポーツ体験事業 6/18〜3/3 事前申込団体 310 名 
貸スケート、スケート研磨事業 通年 施設利⽤者 - 

 

  
 
ウ．施設の貸出しに関する事業（定款第４条第７号事業）事業 決算額：259,815,029 円  
①nepia アイスアリーナ管理運営事業 収⼊額：29,657,935 円 

区分 実施期間 利⽤⼈数 
⼀般滑⾛ 7/1〜3/31 3,801 名 
トレーニング室 4/1〜3/31 11,108名 
リンク専⽤貸切 7/1〜3/31 130,495 名 
会議室専⽤貸切 4/1〜3/31 13,946 名 
その他（⾃主事業等） 7/1〜3/31 4,312 名 
合計  163,662 名 
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②ダイナックス沼ノ端アイスアリーナ管理運営事業 収⼊額：18,228,630 円 
区分 実施期間 利⽤⼈数 

⼀般滑⾛ 6/1〜3/31 7,014 名 
リンク専⽤貸切 6/1〜3/31 77,412 名 
その他（⾃主事業等） 6/1〜3/31 469 名 
合計  84,895 名 

 
２．収益事業 
物品販売等事業 
本会の公益⽬的事業の推進に資するための付随事業で、レッドイーグルスグッズの販売を利⽤者サ
ービスの⼀環として収益を得ることを⽬的とした事業を⾏った。また社会貢献や地域⽀援などを⽬
的とした関係機関と連携した活動を⾏った。 
ア．物販等事業（定款第４条第８号事業） 決算額（収⼊）1,003,080 円 （⽀出）499,871 円 
写真販売事業     収⼊ 527,275 円 ⽀出 113,778円 
グッズ・IH消耗品等委託販売事業  収⼊ 475,805 円 ⽀出 386,093 円 
 
３．その他事業 
ア．北海道盲導⽝募⾦箱設置事業（4/1〜3/31 10,277 円） 
イ．市内企業・団体と地域貢献活動 
（1）nepia アイスアリーナ花壇整備事業 
 ⼩⾦澤組・連合会・REH・TSPO共同花壇整備事 
 業（6/21 通算 15 年⽬ 100 名） 
（2）ダイナックス沼ノ端アイスアリーナガーデン 
 ロード事業 
 沼ノ端交流センター内北栄児童センターとの共 
 同花壇整備事業（6/11 25 名） 
ウ．オリンピアン⼤澤ちほさんとのアドバイザリー 
 契約 未実施 
エ．広報活動について 
（1）TSPO ホームページによる情報発信 
（2）Facebook による情報発信について（事業等情 
 報発信） 
（3）LINEによる情報配信（事業参加者や登録者） 
（4）Twitter による情報発信について（とまこまい 
 マラソン） 
（5）Instagramによる情報発信について（施設情報 
 発信） 
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オ．苫⼩牧市アニメツーリズム事業について 
（1）アイスホッケー漫画『ドッグスレッド』PR ⼤型バナーをロビーに掲⽰ 
カ．苫⼩牧都市再⽣コンテンツ創造事業への参画 
（1）レッドイーグルス北海道集客⽀援事業 アジアリーグ施設利⽤において協⼒ 
キ．職員研修事業 
（1）⼀般救命講習研修（12/10 18名参加） 
（2）⽇本公共スポーツ施策推進協議会研修会（不参加） 
ク．全国⾼等学校選抜アイスホッケー⼤会 
（1）第 20 回⼤会実⾏委員会事務局として⼤会運営（7/28〜8/3 774 名） 

  
 
ケ．その他（市政策への協⼒） 
（1）「リレー・フォー・ライフ」ライトアップへの協⼒（7/12〜19） 
（2）「世界アルツハイマー⽉間」ライトアップへの協⼒（9/1〜22） 
（3）「⼿話⾔語国際デー」ライトアップへの協⼒（9/23〜30） 
（4）「ピンクリボン⽉間」ピンクライトアップへの協⼒（10/1〜31） 
（5）「児童虐待防⽌キャンペーン」オレンジライトアップへの協⼒（11/1〜11） 
（6）「⼥性に対する暴⼒をなくす運動」パープルライトアップへの協⼒（11/12〜25） 
（7）「世界糖尿病デー」ブルーライトアップへの協⼒（11/15〜16） 
（8）「ファイターズカラー」ライトアップへの協⼒（11/26〜31） 
（9）「苫⼩牧市パートナーシップ制度」レインボーライトアップへの協⼒（1/4〜19） 
 



議案第４号　令和７年度収支決算について
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